
平成 30 年度第４回 社会教育委員会議 

議 事 要 旨 

 

 

１．開催日時：平成 31 年３月 18 日（月） 14:00-15:00 

開催場所：八尾市立青少年センター４階 会議室 

出席委員：木下委員・二宮委員・藤田委員・田中委員・村尾委員・山下委員・ 

田委員・中西委員・中道委員・松井委員（順不同） 

 

２．議事案件 

１ 平成３０年度第３回社会教育委員会議録の承認 

２ 報告事項 

 （１）第９回八尾市小学生なわとび名人検定等の結果について      資料１ 

（２）平成３０年度若者活躍場づくり事業の実施結果について      資料２ 

（３）平成３１年度教育総務部所管施設における指定管理者 

   選定スケジュール等について                   資料３ 

（４）平成３０年度八尾市指定文化財について             資料４ 

（５）今東光資料館春季企画展の実施について             資料５ 

（６）第２８回こどもフェスティバルの開催について          資料６ 

（７）平成３０年度第２回がんばる「八尾っ子」応援事業表彰について  資料７ 

 

３ その他 

（１）八尾市生涯学習センターのあり方検討について          資料８ 

 

３．議事の概要（○：委員、●：事務局） 

１ 平成３０年度第３回社会教育委員会議録の承認  

  ※全委員異議なし 

２ 報告事項について 

○）生涯学習センター（以下、「センター」という。）の利用者数は、近年減って

いるのか。 

●）利用者数は、近年微減となっている。諸室の稼働率については、50％の目標

に対し、40％台となっている。 

〇）図書館の講座について、それぞれの図書館が連携した企画づくりをおこなっ

ているか。成功事例や課題の共有はできているか 

●）図書館長会議だけでなく、実務者会議などを実施し、企画の共有を行ってい

る。 

 

 



３ その他 

（１）八尾市生涯学習センターのあり方検討について 

 ※八尾市生涯学習センターのあり方検討の進捗について説明。 

〇）コミセンとの役割の重複等の要因により、センターを利用していない人が多

い地区もある。このような地区においては、センターがどこにあるのかも分から

ないような人も多いと思う。 

●）センターから立地的に遠い地域では、センターの認知度は低い傾向がみられ

る。施設のあり方に加え、広報についても検討の必要がある。 

○）生涯学習活動を行っていない層に対しても、アンケートの結果を活用したセ

ンターのあり方検討において、アプローチや対策を検討し、ケアしていく必要が

ある。 

○）特にセンターにおいては、当アンケートの選択肢の中にもある、「地域や社会

に貢献するため」に生涯学習活動を行う市民をいかに増やすことができるかが、

今後、重要な役割になってくる。 

〇）教育現場における学校教育の諸課題についても、社会教育からの働きかけに

より、様々な地域や世代の人々が、子どもに目配りできる社会の実現を目指すア

プローチが必要であり、その意味においても、学校だけでは対応できない分野を

社会教育でも取り組むべきである。 


